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決
算
特
別
委
員
会
（
伊
沢
勝
徳
委
員
長
）
は
、

平
成
二
十
九
年
第
二
回
定
例
会
で
設
置
さ
れ
、
第

三
回
定
例
会
で
付
託
さ
れ
た
平
成
二
十
八
年
度
決

算
の
認
定
議
案
な
ど
に
つ
い
て
、
部
局
ご
と
の
部

門
別
審
査
と
全
部
局
を
対
象
と
し
た
総
括
審
査
を

実
施
す
る
た
め
、
計
七
回
の
委
員
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

部
門
別
審
査
は
、
監
査
委
員
の
決
算
審
査
意
見

を
参
考
に
、
部
局
長
な
ど
か
ら
説
明
を
聴
取
し
、

予
算
が
適
正
か
つ
効
果
的
に
執
行
さ
れ
た
か
と
い

う
視
点
を
基
本
に
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
昨
年
度
に
各
常
任
委
員
会
が
設
定
し

た
重
点
テ
ー
マ
に
関
連
す
る
事
業
に
つ
い
て
重
点

的
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　

質
疑
で
は
、
茨
城
空
港
へ
の
就
航
対
策
、
霞
ヶ

浦
の
水
質
浄
化
、
中
小
企
業
の
た
め
の
制
度
融
資

の
充
実
、
圏
央
道
の
四
車
線
化
の
早
期
実
現
、
訪

問
型
家
庭
教
育
支
援
に
よ
る
取
り
組
み
の
拡
大
、

信
号
機
の
新
設
数
の
増
加
方
策
な
ど
に
つ
い
て
活

発
な
質
疑
応
答
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
予
算
の
執
行
お
よ
び
決
算
は
、

そ
の
内
容
を
適
正
な
も
の
と
認
め
、
原
案
を
認
定

お
よ
び
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

予
算
特
別
委
員
会

　

予
算
特
別
委
員
会
は
、
県
の
予

算
を
総
合
的
に
検
討
し
、
予
算
審

査
の
一
体
性
を
確
保
す
る
た
め
に

設
置
さ
れ
る
委
員
会
で
す
。

委 

員 

長　

森
田　

悦
男

副
委
員
長　

戸
井
田
和
之

委　
　

員　

西
條　

昌
良

　
　

〃  　
　

小
川　

一
成

　
　
　

〃  　
　

福
地
源
一
郎

　
　
　
　

〃  　
　

石
井　

邦
一

　
　
　
　

〃  　
　

村
上　

典
男

　
　
　
　

〃  　
　

萩
原　
　

勇

　
　
　
　

〃  　
　

加
藤　

明
良

　
　
　
　

〃  　
　

下
路
健
次
郎

　
　
　
　

〃  　
　

星
田　

弘
司

　
　
　
　

〃  　
　

中
村　
　

修

　
　
　
　

〃  　
　

岡
田　

拓
也

　
　
　
　

〃  　
　

田
口　

伸
一

　
　
　
　

〃  　
　

水
柿　

一
俊

　
　
　
　

〃  　
　

江
田　

隆
記

　
　
　
　

〃  　
　

川
口　

政
弥

　
　
　
　

〃  　
　

長
谷
川
修
平

　
　
　
　

〃  　
　

二
川　

英
俊

　
　
　
　

〃  　
　

井
手　

義
弘

　
　
　
　

〃  　
　

山
中
た
い
子

　
　
　
　

〃  　
　

藤
島　

正
孝

議
会
運
営
委
員
会

　

議
会
運
営
委
員
会
は
、
議
会
運

営
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
、
議
会

の
運
営
に
関
す
る
事
項
な
ど
に
つ

い
て
協
議
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ

る
委
員
会
で
す
。

委 

員 

長　

川
津　
　

隆

副
委
員
長　

鈴
木　

亮
寛

       

委　
　

員　

葉
梨　
　

衛

〃  　
　

田
山　

東
湖

〃  　
　

西
野　
　

一

       

〃  　
　

志
賀　

秀
之

〃  　
　

飯
田　

智
男

〃  　
　

佐
藤　

光
雄

〃  　
　

八
島　

功
男

     

〃  　
　

江
尻　

加
那

情
報
委
員
会

　

情
報
委
員
会
は
、
県
議
会
情
報
公

開
条
例
に
基
づ
き
、
公
文
書
の
開
示

決
定
な
ど
に
対
す
る
不
服
申
立
て

や
議
会
広
報
の
充
実
に
つ
い
て
の

調
査
な
ど
を
行
う
委
員
会
で
す
。

委 

員 

長　

舘　
　

静
馬

副
委
員
長　

鈴
木　

定
幸

委　
　

員　

横
山　

忠
市

　
　

〃  　
　

鈴
木　
　

将

　
　

〃  　
　

金
子　

晃
久

　
　

〃  　
　

川
口　

政
弥

　
　

〃  　
　

設
楽
詠
美
子

　
　

〃  　
　

高
崎　
　

進

　
　
　

〃  　
　

上
野　

高
志

　
　
　
　

〃  　
　

外
塚　
　

潔

監
査
委
員

　

県
民
代
表
の
立
場
か
ら
適
切
な

県
予
算
の
執
行
な
ど
に
つ
い
て
、

監
査
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

細
谷　

典
幸

　
　
　
　
　

伊
沢　

勝
徳

��

環
境
保
全
対
策
調
査
特
別
委
員
会

環
境
保
全
等
に
関
す
る
諸
方
策
に
つ
い
て
提
言

　

本
委
員
会（
小
川
一
成
委
員
長
）は
、
次
世
代
に
美
し
く
、
豊
か
な
環
境

を
つ
な
ぐ
た
め
、
本
県
に
影
響
の
あ
る
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
問
題
へ
の
対
策

を
中
心
に
、
森
林
湖
沼
環
境
税
や
世
界
湖
沼
会
議
な
ど
に
つ
い
て
も
調
査

項
目
に
取
り
上
げ
、
精
力
的
に
調
査
・
検
討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

十
二
月
十
五
日
に
開
催
し
た
第
七
回
委
員
会
で
調
査
結
果
を
取
り
ま
と

め
、
定
例
会
最
終
日
の
本
会
議
で
は
、
委
員
会
で
特
に
活
発
に
議
論
の
あ

り
ま
し
た「
湖
沼
」と「
森
林
」の
環
境
保
全
対
策
に
関
す
る
調
査
結
果（
提
言

内
容
）に
つ
い
て
、
委
員
長
か
ら
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

◆
委
員
長
報
告
の
要
旨
◆

○﹁
湖
沼
﹂の
環
境
保
全
対
策
に
つ
い
て

（
湖
沼
共
通
）

・　

下
水
道
や
農
業
集
落
排
水
の
未
接
続
世
帯
を
解
消
す
る
た
め
、
接
続

に
対
す
る
補
助
制
度
の
拡
充
等
を
図
る
と
と
も
に
、
市
町
村
と
も
連
携

し
、
法
に
基
づ
く
罰
則
の
適
用
等
を
含
め
、
厳
格
に
対
応
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
。

・　

下
水
道
等
の
未
整
備
区
域
で
単
独
処
理
浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る
方

に
対
し
、
Ｎ
Ｐ
型
高
度
処
理
浄
化
槽
※
へ
の
転
換
促
進
を
積
極
的
に
進

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

・　

罰
則
の
規
定
が
無
い
小
規
模
事
業
所
か
ら
の
排
水
に
つ
い
て
は
、
罰

則
適
用
な
ど
も
検
討
し
な
が
ら
、
指
導
・
対
策
を
強
化
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
。

（
﹁
霞
个
浦
﹂の
環
境
保
全
対
策
）

・　

関
係
各
部
で
実
施
し
て
い
る
対
策
を
一
元
化
し
、
効
果
的
・
効
率
的

に
推
進
し
て
い
く
た
め
、
専
門
部
署
を
知
事
直
轄
な
ど
に
設
置
し
、
知

事
を
筆
頭
に
強
力
に
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
必
要
。

・　

生
活
排
水
処
理
率
百
％
の
達
成
に
向
け
、
さ
ら
に
対
策
を
強
化
す
る

と
と
も
に
、
そ
の
た
め
の
方
針
・
計
画
等
を
早
急
に
検
討
し
、
実
行
に

移
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

　
　

ま
た
、
浄
化
槽
を
設
置
し
た
者
に
対
し
て
は
、
浄
化
槽
の
維
持
管
理

が
適
切
に
な
さ
れ
る
よ
う
、
法
定
検
査
の
受
検
等
に
つ
い
て
適
切
に
指

導
し
、
意
識
喚
起
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

○﹁
森
林
﹂の
環
境
保
全
対
策
に
つ
い
て

・　

森
林
の
保
全
・
整
備
に
当
た
っ
て
の
数
値
目
標
や
、
対
策
を
行
う
こ

と
に
よ
る
県
民
へ
の
恩
恵
な
ど
を
「
見
え
る
化
」
し
、
対
策
事
業
へ
の
理

解
促
進
を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

・　

「
現
地
条
件
に
応
じ
た
植
林
の
推
進
」
や
「
担
い
手
の
確
保
・
育
成
」

な
ど
の
点
を
十
分
に
考
慮
し
な
が
ら
、
森
林
整
備
の
在
り
方
な
ど
を
検

討
・
見
直
し
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

・　

森
林
資
源
の
有
効
利
用
を
推
進
す
る
た
め
、
森
林
整
備
の
作
業
の
集

約
化
や
作
業
道
の
整
備
、
森
林
循
環
サ
イ
ク
ル
短
縮
化
の
検
討
な
ど
、

森
林
整
備
の
低
コ
ス
ト
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
。

　

委
員
会
で
は
、
こ
の
他
、

地
球
温
暖
化
や
生
物
多
様

性
な
ど
の
環
境
問
題
へ
の

対
策
や
、
森
林
湖
沼
環
境
税

を
活
用
し
た
環
境
対
策
、
世

界
湖
沼
会
議
開
催
に
向
け

取
り
組
む
べ
き
事
項
な
ど

の
調
査
結
果
に
つ
い
て
も

取
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　

な
お
、
調
査
結
果
報
告
書

に
つ
き
ま
し
て
は
、
県
議
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
お
り
ま
す
。

報告を行う小川一成委員長

決
算
特
別
委
員
会

特
別
委
員
会
な
ど
の
新
人
事

　

十
二
月
一
日
に
茨
城
県
議
会

の
永
年
在
職
議
員
表
彰
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
表
彰
を
受
け
た
議

員
は
次
の
通
り
で
す
。

三
十
年
在
職　
　
　
　

  

海　

野　
　
　

透　

議
員

ニ
十
年
在
職　
　
　
　

  

細　

谷　

典　

幸　

議
員

十
年
在
職　
　
　
　

  

横　

山　

忠　

市　

議
員

鈴　

木　

亮　

寛　

議
員

山　

中　

た
い
子　

議
員

佐　

藤　

光　

雄　

議
員

戸
井
田　

和　

之　

議
員

石　

井　

邦　

一　

議
員

舘　
　
　

静　

馬　

議
員

永
年
在
職

議
員
表
彰

　

各
員
会
で
は
、
個
別
の
重
点
審
査
テ
ー
マ
を
設
定
し

て
調
査
活
動
を
行
い
、
そ
れ
を
踏
ま
え
、
取
り
組
む
べ

き
政
策
を
執
行
部
に
提
言
し
ま
し
た
。

総
務
企
画
委
員
会

○
テ
ー
マ
：
「
茨
城
の
魅
力
活
用
に
向
け
た
取
り
組

み
」

○
提
言
：
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
専
業
と
す
る
広
告
代

理
店
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用
し
た
県
施
策

な
ど
の
Ｐ
Ｒ
を
強
化
し
、
県
政
情
報
の
県

民
へ
の
到
達
度
の
向
上
を
図
る
こ
と　

　

�

な
ど

　
防
災
環
境
商
工
委
員
会

○
テ
ー
マ
：
生
活
環
境
部
関
係
「
野
生
鳥
獣
の
保
護
管

理
の
推
進
」

○
提
言
：
・
狩
猟
者
や
市
町
村
な
ど
へ
、
従
来
、
イ
ノ

シ
シ
の
生
息
が
確
認
で
き
て
い
な
い
地

域
や
分
布
拡
大
地
域
で
の
目
撃
情
報
な

ど
を
収
集
し
、
提
供
す
る
こ
と
で
、
早
期

の
対
策
を
促
す
こ
と　
　

�

な
ど

○
テ
ー
マ
：
商
工
労
働
観
光
部
関
係
「
魅
力
あ
る
観
光

産
業
の
振
興
」

○
提
言
：
・
茨
城
国
体
や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見
据
え
、
市
町
村
や
関
係

団
体
と
連
携
の
上
、
全
県
的
な
お
も
て
な

し
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と�

な
ど

保
健
福
祉
委
員
会

○
テ
ー
マ
：
「
医
療
・
福
祉
分
野
に
お
け
る
人
材
確
保

対
策
」

○
提
言
：
・
地
域
医
療
支
援
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
医
師

の
確
保
、
定
着
促
進
及
び
地
域
偏
在
の
解

消
に
向
け
、
高
校
生
、
医
学
生
、
研
修
医
、

医
師
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
段
階
に
応
じ
た

対
策
を
行
っ
て
い
く
こ
と�

な
ど

農
林
水
産
委
員
会

○
テ
ー
マ
：
「
茨
城
農
林
水
産
業
の
成
長
産
業
化
の
着

実
な
推
進
」

○
提
言
：
・
県
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
を
牽
引
役
と
し
て
、

本
県
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
力
強
化
を
図

る
た
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
を
活
用
し
た
栽
培

管
理
技
術
の
共
有
化
・
見
え
る
化
や
低
温

貯
蔵
技
術
の
開
発
な
ど
に
よ
り
、
設
定
し

た
生
産
基
準
や
品
質
基
準
に
合
っ
た
高

品
質
な
商
品
の
生
産
拡
大
に
取
り
組
む

こ
と�

な
ど

土
木
企
業
委
員
会

○
テ
ー
マ
：
「
災
害
に
強
く
、
誰
も
が
安
全
・
安
心
に

暮
ら
せ
る
県
土
づ
く
り
」

○
提
言
：
・
復
興
・
創
生
期
間
内
の
重
点
整
備
区
間
の

完
成
を
目
指
す
な
ど
、
重
点
整
備
区
間
の

早
期
完
成
と
残
区
間
の
事
業
化
を
促
進

す
る
こ
と�

な
ど

文
教
警
察
委
員
会

○
テ
ー
マ
：
警
察
本
部
関
係
「
不
法
就
労
及
び
不
法
滞

在
対
策
の
推
進
」

○
提
言
：
・
不
法
就
労
・
滞
在
外
国
人
の
居
住
実
態
、

就
労
状
況
、
立
寄
り
場
所
な
ど
を
踏
ま

え
、
不
法
就
労
・
滞
在
す
る
原
因
・
理
由

を
詳
細
に
分
析
す
る
こ
と
で
、
各
種
警
察

活
動
を
通
じ
た
検
挙
・
取
締
り
を
強
化
す

る
こ
と�

な
ど

○
テ
ー
マ
：
教
育
庁
関
係
「
子
ど
も
た
ち
の
自
主
性
・

自
立
性
の
育
成
」

○
提
言
：
・
学
識
経
験
者
な
ど
か
ら
な
る
就
学
前
教
育
・

家
庭
教
育
推
進
協
議
会
を
運
営
し
、
推
進

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
策
定
や
総
合
的

な
施
策
の
推
進
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

必
要
と
さ
れ
る
人
材
や
そ
の
育
成
方
法

を
含
め
、
推
進
体
制
の
在
り
方
を
検
討
し

て
い
く
こ
と�

な
ど

常
任
委
員
会
提
言（
抜
粋
）

ことば ※【NP型高度処理浄化槽】…窒素（N）・りん（P）の両方を除去できる高度処理型の浄化槽。


